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m呻り起泡凍件につヽヽで（､驀一蓼、）－エンぜ/しケーペヘ<影響－

セ手米差大毎丿秀表矩大゛村田登代o岡本沁？･lヽ林トミ゛冴え芳子

　1§l的　ケー^り膨化穆戻や，そのヲクスfヤーは，りの乏だて方院J[ ・て方ﾉB j 私乃と

考えられる．そこで≒この関詠左明度K寸ゐために.エンどノしケーベざとりめ-rて, 卯自

老れヽしはメしフりり)調製奪件の相違芦ケー矢にいｶヽ孝心影饗左及ぼすかき比軋検討した.

　方去エッゼ)しケ- 寺の基本配冶:犀ﾇ妙／〃i.{Vi 希鸚粉製.バ｀4オしツト)m白2

″g (白色レグホン系シェーバ｀一将の当日, im Bを叩の叩白川f.5素満のi, の)上自槐s 00

9. 調製方去：ホパ゛－!､ぐいr－C'l'S.水槽取付)と用い. 雅λはク・C . 30'C k.し.砂純

の添加時期はある将洩之だてた俊及び. 最初からのニ盾リとした. 燧,戎奪叶：エンゼJし７

－寺型に４ 00% き分産し．コンペ｀ツク(ク型) 、／μ゛c-xぶ分炊成■到定蹟日及び･方斌'■

^即自り川( B立一場^l)M一夕型川メーター)A 叩白之.メレンア. A'ッターのtt t Aハ'

ツターの専姓ト粘性(しフ=メ-ター), 冽色い^i色羞計) ^ 炊成中の内印還凍ヽ彫化

状覧△ケーペの凋色及びテクス予ヤーcテクス子ユDメーター)A 憤荊i.氏良び･＆旅烏

俵の-i量女化^官疵検査．

　袖果()9μはダcより

βヽb加之fi喝y^ぱグ"C.にあヽO7は. ヶ一ｷの表面に負い斑^芦生じゐ芦. 30'ゴはそ爪芦
生UKく(A. また，砂騎｛＆減じ'ると班大はλ!,れ^ (なる，の之だてすrゐと調製気痍

lこ咽係右くり｀－^い7)きめ芦雅く．内層の色芦袁く岑ろ，＠よいケー汽と怖るためにはあゐ

一史の粘凌や比唾左もったバ･ソタ一,!E調製すi>こと芦旅券Tある．

A 145　粉とヶ－べ頬にっVヽて
　　　　玲花短大　康旧信子　Oあ正靖子

　目的　前報でスポンジヶ一秀に米粉tAヽ麦粉の2O郊の自己合智』唇で捧]tると好ましいヶ一

考がでさた£報告レた刀^* , 々の化のヶ一秀類に米粉£加むるとt"のよ7 な紬果が碍られる

ヵ｀＆知る目的礼もち粉。上折粉. 玄米粉左用いて前報と同配冶｀にてヶ- キii乍りづヽ麦

粉のヶ- 寺との比較計t。た。
　方去　もち紛,上郷粉, 玄米粉■･? t .1ヽ麦粉,こ対.120% ，60茄, 抑％配雇し／)ヽ麦粉

1卯％のものｔ対照とした。ビ｀スヶツト，ホヽヴトケーキフドー宍V，むしカステラ，パウン

ド｀ヶ一考，ゼ／アース左作'} , 気孔率バY-分, iiヽ友さいり好色の測定と官牝検査馴jつた。

　結果　気孔率は米糠の配合割者の少ないものほど六,であった。水分に豪はみらA な力｀つ

た。ヵ｀たごは米粉の配合割合の少ないものほど丸で｀あ。た。
　官能;険亙の結果，米粉の配合刺晋の少な･いものほど好き此, 同配合のものをそfirれ比

較するとふツトケーキでは葦がみられず。ヒ'スケットで｀は玄米粉o%, 印％配彦のも17)が

好まれバtの杷はもち粉，上新粉の方が外まれた。


